
生生物物ププリリンントト No.49 

植物の生活と環境反応 

 1  植物の生活と反応 

A 植物の生活 

・植物は，一生の間にさまざまな刺激を受容して反応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 植物の反応 

・〔 屈性 〕…刺激の方向に対して一定の

角度をもって屈曲する反応。 

・屈性には刺激の種類によってさまざまな

ものがあり，刺激源に近づく方向に屈曲

する場合を〔 正 〕（＋）の屈性，遠ざ

かる方向へ屈曲する場合を〔 負 〕（－）

の屈性という。 

・〔 傾性 〕…植物の器官が刺激の方向と

は〔 無関係 〕に，ある一定の方向

に屈曲する反応。 

例 スイレンやタンポポの花は光が当たると，花弁が一定の方向に曲がり花が開く。 

・すべての屈性や一部の傾性は，植物体の部分的な成長速度の差で起こる運動 

（＝〔 成長運動 〕）である。 

 

 2  環境要因の受容と植物の反応 

A 植物の環境への応答 

・環境の変化は植物がもつ〔 受容体 〕によって感知される。 

→受容体によって感知された刺激の多くは，細胞の中で〔 遺伝子発現  〕の変化を引

き起こす。 

→植物のからだが変化することで，植物は環境に応答している。 

種類 刺激 例 

〔 重力屈性〕 重力 
（＋）根， 

（－）茎 

〔 光屈性 〕 光 
（＋）茎， 

（－）根 

〔 接触屈性〕 接触 （＋）巻きひげ 

〔 化学屈性〕 化学物質 （＋）花粉管 

〔 水分屈 〕 水 （＋）根 



B 環境要因の受容 

・植物はさまざまな受容体によって，環境の変化を感知することができる。 

・植物が生活するうえで重要な環境要因である光を受容す

るタンパク質を〔 光受容体 〕という。 

・植物の光受容体 

〔 フィトクロム   〕：赤色光を吸収する。 

〔 フォトトロピン  〕：青色光を吸収する。 

〔 クリプトクロム  〕：青色光を吸収する。 

・光受容体は，光を吸収すると構造が変化する。 

・植物は光受容体の構造の変化によって，特定の波長が届

いていることを感知している。 

 

C 情報の伝達 

・〔 植物ホルモン  〕…植物において，情報の伝達にはたらく物質の総称。細胞の中で

合成された後，別の細胞に移動し，遺伝子発現を調節することによって，細胞の成長や

生理的なはたらきを調節する。 

・植物ホルモンには多くの種類があり，その本体は低分子の〔 有機化合物  〕である。 

・多くの場合，細胞膜や細胞内に存在する〔 受容体 〕に植物ホルモンが結合し，その受

容体の構造が変化することで，情報が伝えられる。 

 

D 環境要因への反応 

・植物ホルモンによって環境が変化したという情報が細胞に伝えられる。 

→遺伝子発現が変化する。 

特定のタンパク質が合成される。 

タンパク質の活性が変化する。 

 

・植物にとっての環境応答とは，避けることができない周囲の環境の変化に対して，自らが

適切な状態に変化することであるといえる。 

 

→ →植物のさまざまな反応が引き起こされる。 


